
138

２ 予算の執行状況

(1) 収益的収入及び支出（記載金額は消費税及び地方消費税額を含む。）

収益的収支に係る予算の執行状況は、次のとおりである。

ア 収益的収入の予算執行状況

　　収　入 (単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額
予算現額に 対する

決算額の増減
執行率

水道事業収益 4,8 41,7 89 4,908,539 66,750 101 .4
　営業収益 4,628,919 4,666,410 37,491 100.8
　営業外収益 212,668 223,208 10,540 105.0
　特別利益 202 18,921 18,719 9,366.8

（備考） 決算額には、仮受消費税及び地方消費税 344,991 千円を含む。

営業収益の内訳は、給水収益（水道料金）46 億 1,595 万 7 千円及びその他営業収益

5,045 万 3 千円となっている。営業外収益には、長期前受金戻入（注）2 億 240 万 9 千円

が計上されている。

（注） １ 長期前受金： 減価償却を行うべき固定資産の取得又は改良に充てるための補助金等の交

付を受けた場合における、その交付を受けた金額に相当するもの

    ２ 長期前受金戻入： 償却資産の取得又は改良に伴い交付される補助金等について負債に計

上した長期前受金のうち、減価償却見合い分を収益化したもの

イ 収益的支出の予算執行状況

　　 支 　出 (単 位 ：千 円 ・％ ）

区 　 分 予 算 現 額 決 算 額 不 用 額 執 行 率
水 道 事 業 費 用 4 ,3 0 3,2 9 0 3 ,8 6 9,6 1 5 43 3 ,67 5 8 9.9
　営 業 費 用 4 ,0 49 ,9 85 3 ,6 87 ,9 59 36 2,02 6 9 1.1
　営 業 外 費 用 2 27 ,7 67 1 76 ,5 11 5 1,25 6 7 7.5
　特 別 損 失 5 ,5 38 5 ,1 45 39 3 9 2.9
　予 備 費 20 ,0 00 0 2 0,00 0 0

（備考） 決算額には、仮払消費税及び地方消費税 139,866 千円並びに消費税及び地方消費税納付額

30,848 千円を含む。

営業費用は、原水及び浄水費 13 億 7,699 万 7 千円（うち受水費（注）8 億 8,569 万 7
千円を含む。）や、減価償却費 12 億 8,546 万円が執行額の大きなものとなっている。

また、不用額については、退職給付費を含む人件費関係の経費、及び委託料や修繕費

の執行残が主なものである。                                           

営業外費用は、企業債に係る支払利息 1 億 4,566 万 3 千円が主なものとなっている。

（注） 受水費： 本年度分の福岡県南広域水道企業団受水料金 885,426 千円（66 円×12,627,000 ㎥+9
円×6,012,676 ㎥＝887,496 千円から、平成 28 年 1 月の寒波による減額分 2,070 千円を引いたもの）

に、大木町及び筑後市受水料金 271 千円を加えたものである。
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 (2) 資本的収入及び支出（記載金額は消費税及び地方消費税額を含む。）

資本的収支（設備投資など、支出の効果が翌年度以降に及び、将来的な収益に対応することとなる

取引などの収支）に係る予算の執行状況は、次のとおりである。

ア 資本的収入の予算執行状況

　　収　入 （単位 ：千円・％）

区　　分 予算現額 決算額
予算現額に 対する

決算額の増減
執行率

資本的 収入 1 ,4 69,020 897,963 △  571,057 61.1
　企業債 1,000,000 600,000 △ 400,000 60.0
　補助金 279,350 81,048 △ 198,302 29.0
　負担金 77,637 72,292 △ 5,345 93.1
　加入金 111,350 143,700 32,350 129.1
　固定資産売却代金 683 923 240 135.1

（備考） 決算額には、仮受消費税及び地方消費税 11,628 千円を含む。

  資本的収入は、企業債 6 億円や、加入金 1 億 4,370 万円、補助金（国庫補助金）8,104
万 8 千円、及び負担金（工事負担金）7,229 万 2 千円が主なものである。

イ 資本的支出の予算執行状況

　　支　出 （単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率

資本的支出 4,259,910 3,337,450 522,770 399,690 78.3
  建設改良費 3,491,620 2,636,567 522,770 332,283 75.5
  企業債償還金 726,449 700,883 0 25,566 96.5

  補助金返還金 21,841 0 0 21,841 0

  予備費 20,000 0 0 20,000 0

（備考） 決算額には、仮払消費税及び地方消費税 185,778 千円を含む。

  資本的支出は、建設改良費のうち工事請負費 23 億 8,741 万円や、企業債償還金 7 億

88 万 3 千円が主なものとなっている。

  建設改良費の繰越額は、配水本管布設工事や配水池整備工事、浄水施設の耐震化工

事などを翌年度に繰り越したことによる。

  

ウ 資本的収支の不足額

本年度の資本的収支における不足額は、以下のとおりとなる。（補てん状況につ

いては、「(3) 資本的収支不足額の補てん状況」を参照）

   資本的収入額   資本的支出額   資本的収支不足額

    897,963 千円 － 3,337,450 千円 ＝ △ 2,439,487 千円
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(3) 資本的収支不足額の補てん状況

資本的収支不足額の補てん状況は、次表のとおりである。

資本的収支不足額の補てん額

（備考）

１ 消費税及び地方消費税資本的収支調整額： 仮受消費税額等と仮払消費税額等の差額から特定収入

見合消費税額を除いたものを、資本的収支予算の調整額として会計上別途内部留保するもの。

２ 減債積立金：特定の目的のため議会の議決を経て積み立てた積立金の１つで、補填財源として使用

できる。

３ 損益勘定留保資金： 実際の支出が行われずに帳簿上計上される費用の合計額。内部留保資金にで

きる。

（単位：千円）

区　　　分 補てん額

　消費税及び地方消費税資本的収支調整額　〔当年度分〕 174,150

　減債積立金 500,000

　損益勘定留保資金　〔過年度分〕 1,449,540

　損益勘定留保資金　〔当年度分〕 315,797

計 2,439,487


